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女
性
会
員
比
率
が
大
幅
ア
ッ
プ

　
名
取
市
は
、
仙
台
駅
や
仙
台
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
、
自
然
環
境
と
も
に
恵
ま

れ
、
多
様
な
産
業
集
積
な
ど
も
背
景
に

発
展
。
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
津
波

被
害
を
受
け
た
が
、
町
は
復
興
が
進
み
、

近
年
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

　
名
取
市
Ｓ
Ｃ
は
、
令
和
三
年
度
に
設

立
三
十
周
年
を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

伴
う
景
気
・
雇
用
の
悪
化
に
よ
り
契
約

終
了
や
受
注
減
と
い
っ
た
厳
し
い
事
業

運
営
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
六
月
に

セ
ン
タ
ー
所
有
の
拠
点
と
し
て
念
願
の

新
事
務
所
が
完
成
。
二
階
建
て
約
一
三

〇
㎡
の
白
を
基
調
と
し
た
、
安
心
・
安

全
で
き
れ
い
な
建
物
と
な
り
、
皆
で
張

り
切
っ
て
事
業
に
ま
い
進
し
て
い
る
。

　
会
員
数
は
、
一
時
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
が
平
成
二
十
九
年
度
に
増
加
に
転
じ
、

令
和
二
年
度
は
前
年
度
よ
り
二
十
四
人

増
の
四
百
五
十
一
人
（
男
性
三
百
九
人
、

女
性
百
四
十
二
人
）
と
な
っ
た
。
男
性

会
員
は
前
年
度
よ
り
二
人
減
っ
た
が
、

女
性
会
員
が
二
十
六
人
増
え
た
結
果
だ
。

　
女
性
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
九
年
度
か
ら
毎
年
連
続
し
て
増
え
て

お
り
、
女
性
会
員
比
率
は
平
成
二
十
八

年
度
の
二
三
・
七
％
に
対
し
て
、
令
和

二
年
度
は
三
一
・
五
％
と
大
き
く
伸
び

て
い
る
。

女
性
会
員
増
加
の
背
景

　
太
田
佳
孝
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は

「
女
性
会
員
の
笑
顔
と
明
る
さ
は
、
セ

ン
タ
ー
に
活
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
男
性
と
は
別
の
視
点
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
意
見
や
要
望

に
応
え
、
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
魅

力
あ
る
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
、
女
性
会
員
の
さ

ら
な
る
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　
女
性
会
員
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
明
確
な
要
因
は
見
当
た
ら
な
い

と
し
な
が
ら
も
、「
入
会
説
明
会
の
女
性

参
加
者
が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
一
つ

の
変
化
を
挙
げ
た
。

　
最
近
の
入
会
説
明
会
の
参
加
者
数
は
、

次
の
通
り
。

●
平
成
三
十
年
度
／
八
十
人
（
男
性
五

十
二
人
、
女
性
二
十
八
人
）

●
令
和
元
年
度
／
百
五
人
（
男
性
六
十

四
人
、
女
性
四
十
一
人
）

●
令
和
二
年
度
／
九
十
八
人
（
男
性
四

特集
〈事例〉





































　名取市ＳＣでは、平成29年度から女性会員の増加が続い
ており、女性会員比率が大幅にアップした。特別な拡大策
を展開したわけではないが、市広報に入会説明会の日程を
掲載してもらうほか、センター公式インスタグラムの開設、
事務局の明るく丁寧な対応など、地道な取り組みを積み重
ねている。その結果、入会説明会に参加して、入会する女
性が増えている。

地
道
な
取
り
組
み
を
丁
寧
に
行
い

四
年
連
続
で
女
性
会
員
が
増
加

公
益
社
団
法
人

名
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（宮

城
県
）
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十
八
人
、
女
性
五
十
人
）

　
令
和
元
年
度
に
女
性
が
大
幅
に
増
え

て
、
令
和
二
年
度
は
男
性
を
上
回
っ
た
。

こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
初
め
て
の
出

来
事
と
い
う
。

　
「
市
で
行
っ
て
い
た
遺
跡
発
掘
作
業

が
令
和
二
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
の
労
働

者
派
遣
契
約
に
変
更
と
な
り
、
そ
の
仕

事
に
就
き
た
い
と
い
う
女
性
が
多
く
参

加
し
た
こ
と
が
一
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
近
は
市
広
報
を
見
て
入
会
説

明
会
に
参
加
し
た
と
い
う
人
が
多
い
の

で
、
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
」
と
太
田
事
務
局
長
。

　
特
別
な
対
策
は
実
施
し
て
い
な
い
と

言
う
が
、
こ
こ
数
年
は
近
隣
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
に
学
ん
だ
り
、﹃
月
刊
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
﹄
の
掲
載
事
例
を

参
考
に
し
た
り
し
な
が
ら
取
り
入
れ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
相
乗
効

果
と
い
え
そ
う
だ
。

　
主
に
、
以
下
の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

①
「
広
報
な
と
り
」
へ
の
掲
載

　
平
成
三
十
年
度
か
ら
毎
月
、
入
会
説

明
会
の
予
定
を
「
広
報
な
と
り
」
に
掲

載
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
近
隣
の
セ
ン

タ
ー
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
市
に
協
力

を
依
頼
し
ま
し
た
。
以
来
、
広
報
を
見

て
話
を
聞
き
に
来
た
と
い
う
人
が
、
男

女
と
も
に
増
え
て
い
ま
す
」
と
太
田
事

務
局
長
。

　
ま
た
、
地
域
紙
の
河
北
新
報
に
も
記

事
掲
載
の
協
力
を
依
頼
し
、
不
定
期
で

は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

②
地
元
Ｆ
Ｍ
に
出
演

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
放
送
「
エ
フ

エ
ム
な
と
り
」
の
協
力
で
、
入
会
説
明

会
の
周
知
を
は
じ
め
、
旬
の
話
題
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
出
演
依
頼
を
受
け
て
生
放

送
（
平
成
二
十
九
年
）
や
、
録
画
放
送

（
令
和
二
年
）
で
事
業
内
容
の
紹
介
と

会
員
募
集
を
呼
び
掛
け
る
機
会
を
得
た
。

③
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
開
設

　
令
和
元
年
度
に
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
開
設
。
会
員
の
活
動
や
独
自
事
業

な
ど
を
写
真
中
心
に
伝
え
て
い
る
。

　
太
田
事
務
局
長
は
「
発
信
し
続
け
る

こ
と
で
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら
、
と
い
う
思
い
で
始
め
ま
し
た
。

高
齢
者
と
暮
ら
す
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ

ん
の
目
に
留
ま
れ
ば
〝
後
押
し
〟
を
し

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
、〝
次
の

シ
ル
バ
ー
世
代
〟
に
も
見
て
も
ら
え
た

ら
、
と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
同
士
で
フ
ォ
ロ
ー
し
合
う
中

で
、
他
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
参
考
に
し
て
い
ま
す
」

と
期
待
と
効
果
を
話
す
。

④
入
会
説
明
会
で
の
工
夫

　
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
学
び
、
情
報
開
示

の
必
要
性
を
感
じ
て
、
入
会
説
明
会
で

最
新
の
就
業
情
報
を
案
内
す
る
こ
と
に

し
た
。

⑤
事
務
局
は
明
る
く
丁
寧
に

　
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
女
性
会
員

は
、
事
務
局
の
女
性
職
員
の
増
加
と
比

例
す
る
よ
う
に
し
て
増
え
て
き
た
。
女

性
職
員
は
徐
々
に
増
え
、
現
在
で
は
男

女
同
数
（
各
三
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
数
年
前
、
入
会
し
た
ば
か
り
の
会
員

か
ら
「
事
務
所
に
入
り
づ
ら
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
た
そ
う
だ
。
セ
ン
タ
ー
の

令
和
三
年
六
月
に
完
成
し
た
名
取
市
Ｓ
Ｃ
の
新

事
務
所
（
写
真
上
）。現
在
、
業
務
を
担
う
職
員

は
計
六
人
。
そ
の
半
数
が
女
性
職
員
と
な
っ
て

い
る
（
写
真
右
）
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〝
顔
〟
と
も
い
え
る
事
務
局
の
雰
囲
気

や
対
応
が
悪
け
れ
ば
、
入
会
を
た
め
ら

う
人
は
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

ま
た
、
既
存
の
会
員
に
口
コ
ミ
で
知
り

合
い
を
誘
っ
て
も
ら
え
る
組
織
に
な
る

た
め
に
は
、
事
務
局
の
対
応
が
や
は
り

大
事
だ
と
実
感
し
、「
明
る
く　
親
切　

丁
寧
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
接
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
女
性

職
員
が
増
え
、
雰
囲
気
も
変
化
。
そ
の

後
も
、「
あ
い
さ
つ
や
話
を
す
る
と
き
は

相
手
の
目
を
見
て
行
う
」「
勇
気
を
出
し

て
問
い
合
わ
せ
や
相
談
を
し
て
く
れ
る

市
民
に
、
親
身
に
な
っ
て
対
応
す
る
」

「
相
談
さ
れ
た
内
容
に
は
、
で
き
る
だ

け
迅
速
に
対
応
す
る
」「
受
注
で
き
な
い

依
頼
で
も
簡
単
に
断
ら
ず
、
次
に
つ
な

が
る
断
り
方
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
」

「
仕
事
の
依
頼
に
対
し
て
感
謝
す
る
」

な
ど
を
、
職
員
間
で
共
有
し
て
い
る
。

⑥
夫
婦
会
員
は
二
十
組

　
あ
る
男
性
会
員
が
運
転
す
る
車
の
助

手
席
に
奥
さ
ん
を
よ
く
見
掛
け
る
こ
と

か
ら
、「
奥
さ
ま
も
入
会
さ
れ
て
は
ど
う

で
す
か
？
」
と
太
田
事
務
局
長
が
声
を

掛
け
る
と
、「
私
な
ん
か
入
会
し
て
も
役

に
立
た
な
い
。こ
ん
な
年
寄
り
な
ん
か
」

と
恥
ず
か
し
そ
う
に
答
え
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
男
性
会
員
と
同
じ
仕

事
が
で
き
る
こ
と
、
ほ
か
に
も
仕
事
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
と
、
す
ぐ
に

入
会
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
夫
婦
で
一
緒
に
い
る
と
こ
ろ
を
よ

く
見
掛
け
る
男
性
会
員
の
奥
さ
ん
に
声

を
掛
け
て
み
る
と
、
入
会
に
至
る
ケ
ー

ス
が
何
度
か
あ
っ
た
。

　
令
和
二
年
度
の
夫
婦
会
員
は
、
二
十

組
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
会
員
の
主
な
就
業

　
女
性
会
員
の
就
業
は
、
清
掃
作
業
が

圧
倒
的
に
多
く
、
ほ
か
に
は
施
設
の
受

付
、
調
理
補
助
な
ど
が
あ
る
。

　
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

就
業
会
員
十
人
の
う
ち
七
人
が
女
性
会

員
で
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
百
円
）
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

の
か
受
注
は
伸
び
ず
、
最
近
の
就
業
内

容
は
家
事
援
助
で
は
清
掃
や
子
育
て
世

帯
の
食
器
洗
い
な
ど
、
ワ
ン
コ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
で
は
高
齢
者
宅
の
ご
み
出
し
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
介
護
・
子
育
て
支
援
分
野
で

の
活
躍
も
目
指
し
て
、
市
や
関
係
機
関

と
話
を
し
、
会
員
の
意
向
調
査
を
し
な

が
ら
、
就
業
機
会
の
開
拓
・
拡
大
を
進

め
て
い
く
考
え
だ
。

独
自
事
業
と
サ
ー
ク
ル
活
動

　
名
取
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
女
性
委
員
会
な

ど
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
女
性
会
員

六
人
が
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
「
手
芸
ク

ラ
ブ
」
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
。

独
自
事
業
で
手
作
り
マ
ス
ク
や
手
芸
品

の
製
作
販
売
を
行
う
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
手
作
り
雑
巾
を
市
役

所
な
ど
を
通
じ
て
保
育
所
や
児
童
セ
ン

タ
ー
、
小
・
中
学
校
に
寄
贈
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届
き
、
会
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
ま
で
に
累
計
千
枚
を
寄

令
和
三
年
三
月
、
手
芸
ク
ラ
ブ
の
代
表
会

員
か
ら
名
取
市
教
育
委
員
会
へ
、
手
作
り

雑
巾
二
百
枚
を
寄
贈
し
た
（
写
真
上
）。写

真
左
は
、
雑
巾
寄
贈
の
お
礼
と
し
て
児
童

か
ら
届
い
た
手
紙
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贈
し
て
お
り
、
河
北
新
報
に
も
こ
の
活

動
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

現
在
は
、
一
堂
で
集
ま
る
機
会
は
減
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
の
良
い

と
き
に
、
事
務
所
で
自
主
的
に
製
作
を

行
っ
て
い
る
。

　
サ
ー
ク
ル
は
、
ゴ
ル
フ
、
歌
謡
愛
好

会
（
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
休
止
中
）
の
ほ

か
、
令
和
三
年
秋
に
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

の
発
足
を
計
画
。
事
務
所
内
に
活
動
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
仕
事

以
外
に
会
員
が
楽
し
め
る
機
会
も
少
し

ず
つ
増
や
し
た
い
と
し
て
い
る
。

　
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、「
明
る
く　
楽
し

く　
ケ
チ
を
つ
け
な
い　
悪
口
を
言
わ

な
い　
自
主
的
に
運
営
す
る
」
が
基
本

で
、
事
務
局
で
は
組
織
づ
く
り
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
場
所
の
確
保
、
運
営
に
関
す

る
相
談
に
乗
る
こ
と
で
支
援
し
て
い
る
。

　
名
取
市
Ｓ
Ｃ
の
会
員
の
平
均
年
齢
は
、

令
和
二
年
度
で
七
十
三
・
六
歳
。
八
十

歳
以
上
が
六
十
三
人
と
、
高
年
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
理

の
な
い
就
業
の
提
供
や
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
に
も
、
引
き
続
き
注
力
し
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
会
員
さ
ん
家
の
自
家
製
野
菜
」

と
名
付
け
た
野
菜
販
売
の
独
自
事
業
が
、

会
員
に
も
市
民
に
も
好
評
を
得
て
い
る
。

事
業
化
の
き
っ
か
け
は
、
野
菜
作
り
を

し
て
い
る
会
員
が
「
事
務
局
で
食
べ
て

く
だ
さ
い
」
と
持
っ
て
来
て
く
れ
た
こ

と
。
独
自
事
業
で
の
販
売
を
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
当
初
は
消
極
的
だ
っ
た
が
、

売
り
上
げ
は
肥
料
や
種
、
苗
な
ど
の
購

入
の
足
し
に
し
て
は
ど
う
か
と
事
務
局

で
提
案
す
る
と
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
価
格
設
定
、
袋
詰
め
、
値
札
貼
り
、

売
れ
残
り
の
片
付
け
は
野
菜
を
提
供
す

る
会
員
が
担
っ
て
、
販
売
は
職
員
が
担

当
。
毎
週
月
・
木
曜
日
に
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
前
で
販
売
し
て
い
る
。
就
業
会

員
は
六
人
、
そ
の
う
ち
二
人
が
女
性
会

員
だ
。

　
得
意
客
が
少
し
ず
つ
増
え
て
、
販
売

の
際
に
会
話
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
う
し
た
機
会
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
セ
ン
タ
ー
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
市
民
に
は
時
機

を
見
て
入
会
を
勧
め
て
み
よ
う
と
考
え

て
い
る
。

市
民
に
"
良
い
団
体
"
と

思
っ
て
も
ら
え
る
運
営
を

　
女
性
、
男
性
と
も
に
会
員
拡
大
に
努

め
な
が
ら
、
今
後
に
つ
い
て
太
田
事
務

局
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
市
民
か
ら
〝
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
良
い
団
体
〟

と
思
っ
て
も
ら
え
る
運
営
を
地
道
に
行

っ
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
す
。
そ
う
感

じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、次
の
世
代（
子
、

孫
）
に
受
け
継
が
れ
、
持
続
可
能
な
団

体
と
し
て
生
き
残
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
務
局
で
は
、
自
分
た
ち
の
仕
事

が
多
く
の
人
に
喜
ば
れ
る
よ
う
努
力
し
、

精
進
し
て
い
き
ま
す
」。（

増
山
美
智
子
）

名
取
市
Ｓ
Ｃ
の
独
自
事
業
「
会
員
さ
ん
家
の

自
家
製
野
菜
」。事
務
所
前
に
野
菜
を
並
べ
、

お
客
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
販
売
し
て
い
る

事業運営状況 （平成28年度～令和 2年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成28 286  89 375 1.7 337
（49,368）  89.9 1,722 195,658 32.8/67.2

29 300 104 404 1.8 348
（50,357）  86.1 1,768 202,424 32.6/67.4

30 305 110 415 1.9 415
（49,495） 100.0 1,743 207,365 33.0/67.0

令和元 311 116 427 1.9 354
（47,939）  82.9 1,741 212,047 33.0/67.0

2 309 142 451 2.0 367
（47,053）  81.4 1,547 210,665 38.0/62.0

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


